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演習問題

下の問題以外にも行列の計算には習熟しておくこと。

問題 1 [行列の成分]

行列A =

(
a b c

d e f

)
に対して、以下は何行何列目であるか答えよ。

(1) b

(2) d

(3) c

(4) e

問題 2 [行列と一次変換 1]

行列

A =

(
1 2

4 −3

)
, B =

1

2

3

 , C =
(
2 4 1

)
, D =

 1 2

−3 5

0 −2

 .

について次の行列は定義されるか、定義される場合には計算せよ。

(1) AB (2) BA (3) AC (4) CA

(5) AD (6) DA (7) BC (8) CB

(9) BD (10) DB (11) CD (12) DC

問題 3 [行列と一次変換 2]

行列A ∈ M(m,n,R), B ∈ M(n, l,R)に対して等式 t(AB) =tBtAが成り立つことを示せ。

問題 4 [連立方程式と行列]

次の連立方程式

ax+ by = e

cx+ dy = f
を行列

(
a b

c d

)
とベクトル

(
x

y

)
と

(
e

f

)
を用いて表せ。

(Hint:ベクトル

(
e

f

)
を a, b, x, yを用いて表したとき、それがある行列とベクトルの積となっていること

を用いよ。)
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